
一一
公

炳
に
お
い
て

八
日
、
全
学

ゐ
間
に
確
約

戻
委
員
会
の

4
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‐
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文団連

第
二
文
運
の
１
、
文
化
諭
の
問
題
、

自
治
権
の
問
凛
、
い
ろ
い
ろ
回
が

鴎
さ
れ
て
い
る
ご
と
を
指
摘
し
た
。
そ

れ
か
ら
、
男
皆
大
木
・
大
平
ロ
ッ
ク

ア
ウ
ト
体
制
に
お
け
る
、
文
化
創
造
・

文
化
論
の
こ
と
恰
も
言
及
し
、
季
子
、

我
々
は
広
木
峡
平
体
制
打
倒
を
問
題

に
せ
ね
ぱ
な
も
な
い
と
し
、
文
運
共
闘

に
つ
松
迷
ぺ
た
。

　
そ
の
あ
と
、
西
十
四
年
度
経
理
報
告

企
画
報
告
の
後
、
再
び
波
同
氏
が
、
四

十
四
年
度
文
運
の
残
し
た
問
題
を
乗
り

越
え
、
文
化
創
造
・
文
化
論
の
問
題
を

追
求
す
る
こ
と
を
次
期
文
運
本
部
に
要

求
し
、
文
運
総
体
の
お
り
・
か
た
を
問
う

こ
と
を
も
っ
七
総
括
と
し
た
。

　
そ
の
後
、
前
文
運
本
部
啓
緊
遜
管

と
し
、
四
十
五
年
度
新
本
部
役
目
の
選

出
を
行
な
っ
ち
立
侯
祐
貴
の
恚
反

間
と
、
若
干
の
県
内
問
題
及
び
文
化
運

動
に
関
す
る
質
疑
応
答
が
行
な
わ
れ
た

後
、
信
任
投
票
に
入
り
、
そ
の
結
果
、

以
下
の
八
名
全
員
が
信
任
さ
れ
ち

夕
の
中
で
「
学
生
（
一
部
）
が
、
自

治
会
を
速
か
応
赳
織
さ
れ
る
こ
と
か
希

望
す
る
。
」
と
、
大
平
学
長
名
で
表
明

す
る
な
ど
矛
臍
し
た
態
度
を
示
し
た
。

　
現
在
、
自
脊
］
設
巻
面
責
回
答

凍
結
問
題
は
今
回
の
予
算
協
定
書
で
は

今
後
二
者
（
体
ズ
學
生
本
部
・
文
団

連
ぶ
部
）
で
暇
試
す
る
と
い
う
附
帯
条

件
が
付
い
て
い
洽
が
、
自
治
会
設
立
へ

　
　
　
　
　
　
陶

向
け
、
設
立
準
備
委
員
会
の
組
織
㈹
再

編
か
ら
、
実
誰
心
な
機
能
の
回
復
か
阜
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（
な
お
、

行
な
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
）

　
本
部
長
山
本
　
寛
（
法
・
ご

　
副
本
部
長
長
沢
文
則
（
経
・
一

二

　
経
理
　
森
本
文
治
郎
（
法
八
）

　
企
ぶ
　
石
原
義
久
（
文
ふ
Ｉ
）

　
夕
　
　
斎
藤
洋
司
（
法
・
ご

　
耀
染
　
長
谷
川
明
（
文
ふ
Ｉ
）

　
タ
　
　
川
岸
義
幸
（
経
こ
）

　
渉
外
　
佐
藤
公
平
（
文
・
一
）

　
　
山
本
文
団
連
本

　
　
部
長
の
談
話

　
八
月
二
十
一
日
の
機
動
隊
導
入
以
来

大
本
Ｉ
大
平
体
制
の
再
絹
強
化
が
、
検

問
体
制
の
下
に
大
木
Ｉ
大
平
体
制
を
支

一
え
る
授
業
再
開
が
行
な
わ
れ
て
い
る
現

在
に
至
る
ま
で
に
″
自
由
な
文
化
創

造
″
を
追
求
す
る
文
運
は
、
芝
田
進
午

事
件
、
備
品
点
検
問
題
、
食
堂
闘
争
、

学
生
を
直
接
支
配
管
理
し
て
き
た
三

公
示
―
大
木
体
制
に
対
し
、
積
極
的
に

文
化
運
動
・
自
治
運
動
を
展
関
し
て
き

Ｖ　
昨
年
の
８
号
館
闘
夕
に
お
け
る
ぷ

項
目
破
約
書
″
は
、
真
に
文
化
速
射
・

自
治
運
動
に
お
け
る
確
固
た
る
笈
得
位

題
を
占
め
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

国
京
雀
力
の
大
学
立
法
の
強
行
採
決
と

資
本
の
論
理
の
攻
勢
の
下
に
、
な
し
く

ず
し
的
に
形
骸
化
さ
れ
る
と
と
も
に
、

現
狂
的
に
大
学
は
、
国
家
権
力
と
大
木

－
大
平
体
制
の
直
接
支
配
の
下
に
あ

る
。
ま
た
学
生
公
館
も
妨
牡

　
現
在
の
次
週
活
動
・
サ
ー
ク
ル
活
動

の
僑
居
は
、
「
自
由
な
文
化
創
造
」
に

対
す
る
根
底
的
な
把
握
の
な
い
ま
ま
、

安
易
に
大
木
ｉ
大
平
体
制
の
″
ア
メ
の

政
策
″
と
し
て
の
学
生
会
館
に
依
拠
し

て
い
る
た
め
で
あ
う
っ
。

　
我
々
が
、
真
に
″
自
由
な
る
文
化
創

造
″
か
追
求
し
て
い
く
た
め
に
は
、
創

造
の
前
提
た
る
司
足
と
豚
戸
を
と

ら
な
け
れ
ば
な
・
ら
な
い
。
我
々
が
、
青

山
学
兄
大
学
生
と
い
う
規
定
の
ド
に
体

間
内
化
し
つ
つ
あ
る
現
在
、
自
己
の
否

定
を
、
存
在
と
思
考
の
変
革
を
、
不
断

に
、
自
ら
が
文
化
を
創
造
す
る
ち
の
と
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て
、
実
践
す
る
と
と
も
に
、
更
に
新
た

な
発
展
の
た
め
に
、
本
年
度
の
文
運
活

動
を
行
な
っ
て
い
く
。
そ
し
て
、
現
在

的
に
、
国
家
権
力
と
大
学
当
局
の
直
接

支
配
下
に
あ
る
学
生
会
館
を
、
我
々
の

″
自
由
な
文
化
創
造
″
活
郵
三
宅
程

度
保
障
す
る
自
治
問
題
と
し
て
把
ら
え

学
生
会
館
の
使
月
者
管
理
運
営
権
を
罠

得
し
て
行
く
。
そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず

″
６
項
目
確
約
書
″
を
現
実
的
な
問
題

設
定
と
し
、
学
生
の
自
治
の
具
体
的
課

題
と
し
て
″
自
治
会
“
問
題
を
展
開
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
学
生
会
館
の
唇

頭
運
営
機
能
は
、
学
生
の
自
治
の
設
立

以
外
に
、
行
為
し
茂
な
い
。

　
我
々
の
文
運
活
動
・
サ
ー
ク
ル
活
動

は
、
検
問
体
制
に
み
ら
れ
る
、
教
授
の

欺
隅
的
な
学
問
の
名
に
お
け
る
学
生
の

支
配
管
理
か
ら
の
欲
求
不
満
解
消
と
し

て
、
大
学
の
厚
生
施
設
と
し
て
の
学
生

会
館
に
お
い
て
、
枠
付
の
文
運
活
動
を

行
な
っ
て
い
く
も
の
で
は
な
く
、
人
間

性
の
確
立
を
志
向
す
る
文
運
活
動
と
し

て
位
置
付
け
る
。

　
　
全
共
闘
議
長
川
上
君

　
　
ら
不
当
逮
捕
さ
る

　
二
月
土
八
日
の
佐
藤
訪
阻
止
闘
争

に
お
い
て
、
本
学
全
共
闘
議
長
川
上
君

は
ヽ
嬉
察
権
力
に
よ
っ
て
不
当
り
も
逮

捕
さ
れ
た
。
既
に
新
聞
紙
上
で
も
明
ら

か
な
よ
う
に
、
今
回
の
闘
争
に
対
し
、

国
家
権
力
は
、
未
曽
有
の
弾
圧
仏
閣
を

準
備
し
、
蒲
田
駅
周
辺
に
集
ま
っ
て
い

た
、
労
働
者
岨
生
、
び
民
を
無
差
別
的

に
検
挙
し
て
本
学
問
俯
で
も
二
千
名
近

い
不
当
逮
捕
者
を
出
し
た
。
と
□
時
に

こ
の
よ
う
な
逮
捕
去
円
対
し
て
は
、
長

期
拘
留

－

起
訴
と
い
っ
た
弾
圧
が
、
東

大
闘
争
以
降
、
定
式
化
し
て
お
り
、
川

上
君
の
場
合
も
長
期
に
渡
る
拘
留
が
予

想
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
本
学
に
お
い
て
は
、
一
〇
・

二
七
事
件
を
始
め
と
し
て
五
月
以
降
の

学
内
闘
争
に
対
す
る
権
力
の
筒
口
が
続

い
て
お
り
、
今
な
お
ヽ
数
名
の
学
友
加

拘
留
な
い
し
裁
判
を
う
沁
で
い
る
・
尚

一
〇
こ
二
闘
争
か
臼
ぼ
訪
米
阻
止
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エ
ン
グ
ル
ス
論
廣
松
渉
著

　
Ａ
５
判
上
製

　
一
二
〇
〇
円

■
そ
の
思
想
形
成
過
程
鷲
藻
資
料
を
駆
瓢
‐
そ
「
宣
言
」
に
い
な
必
エ
ソ
ｙ
ル

　
　
　
ー
　
　
’
　
４
　
　
　
　
　
ス
を
捕
き
、
初
期
マ
ル
ク
ス
害
嬰
見
事
に
分
析
／

盛田書店

東京･神保町1-32
板書東京978弱

日
本
ナ
シ
ョ
ナ
刀
ズ
ム
論

津
田
草
夭
苓
、
‐
Ｂ
６
上
簑
／
九
五
〇
円

　
　
　
　
愛
国
心
に
た
い
す
る
董
恥
を
／
・

　
　
　
　
現
代
日
本
国
家
に
ラ
ジ
カ
ル
に

　
　
　
　
対
決
す
る
問
題
の
書
『
発
売
中

に
言
川
端
回
に
隠
一

等
に
財
す
る
全
学
友
の
支
援
を
要
請
し

て
い
る
。
（
カ
ン
パ
、
差
し
入
れ
品
等

に
関
す
る
問
い
合
せ
は
、
学
生
会
館
二

階
の
救
財
部
の
部
屋
に
来
室
し
て
下
さ

い
）
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青
学
大
闘
争
八
月
バ
リ
ー
ケ
ー
ド
の
呂

面
と
共
に
、
新
聞
編
集
活
動
が
停
滞
―

訳
者
諸
氏
に
御
迷
惑
を
、
お
か
け
に
た

事
を
、
深
く
お
び
申
し
ヒ
げ
ま
寸
。

学
生
新
聞
運
動
の
仮
帝
イ
デ
方
只
・
・
Ｉ

統
一
戦
線
の
形
成
を
、
４
月
余
附
図
学

生
新
聞
戦
線
の
中
で
釣
し
つ
つ
も
、
創

刊
以
来
の
困
難
さ
を
も
た
ら
し
た
九
の

は
、
単
に
、
印
刷
所
の
制
約
、
あ
箔
い

は
、
財
政
上
の
問
題
だ
け
で
は
な
く
！

で
、
学
生
新
関
頭
動
諭
の
喪
失
を
根
七

拠
と
し
た
編
集
者
の
位
置
の
拡
散
に
鳥

っ
た
事
は
、
事
実
で
す
。
我
々
は
、
郷

集
者
の
冷
酷
な
敗
北
の
事
実
を
、
今
、

学
生
速
効
が
、
か
か
え
て
い
る
課
題
を

通
し
て
、
学
生
新
開
運
動
倫
の
再
晩
討

が
急
い
で
い
ま
す
。
一
九
六
九
年
十
二

月
、
我
々
は
今
対
象
は
決
し
て
大
衆
組

織
の
み
な
ら
す
割
の
合
わ
な
い
困
窮
さ

を
、
そ
の
二
つ
の
孚
で
受
け
と
め
て
い

る
大
衆
で
あ
幻
△
大
衆
▽
な
る
概
念
の

実
相
的
把
捉
を
課
堕
と
し
た
特
殊
な
メ

●--=ﾐ･ごｰ一一=F=ﾐ=-一一ご=‾----
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ル
カ
ー
チ
・
ブ
ロ
ッ
ホ
・
ゼ
ー
ガ
ー
ス

表
現
主
義
論
争

他
田
浩
士
編
訳
／
Ａ
５
判
｝
・
Ξ
○
（
肖

　
　
「
Ｏ
Ｏ
党
の
×
×
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

師
走
の
釘
を
選
挙
の
車
か

走
り
抜
け
て
い
く
。
自
ら

の
政
策
を
押
し
通
す
為
に

暴
力
学
生
の
学
生
を
議
図
と
し
暴
力
議

い
と
言
う
方
が
適
切
で
あ
る
よ
う
な
行

動
で
、
大
学
式
法
を
強
行
採
決
し
た
あ

の
偉
い
諸
先
生
方
か
、
一
夜
明
け
れ

ば
、
議
院
バ
ッ
チ
を
胸
に
し
て
い
た
時

に
は
、
昌
も
ひ
っ
か
け
な
い
人
達
に
も

塵
器
彩
回
虫
き
、
選
挙
権
の
な
い
子

鶴
一
ま
で
手
を
振
っ
て
い
る
、
誰
が
、

召
人
が
あ
の
暴
カ
・
国
会
の
主
役
と
思

５
≒
・
う
か
▲
こ
れ
ら
・
の
議
員
候
補
者

も
。
兄
に
帰
れ
ば
先
生
様
日
本
人
は
先

生
と
ぐ
っ
言
葉
の
使
い
方
が
、
余
り
に

不
明
政
で
あ
幻
、
且
つ
、
先
生
と
い
う
・

二
字
に
は
弱
い
と
い
う
性
質
が
あ
る
ら

し
い
▲
世
の
母
親
は
、
小
さ
な
子
供
に

先
生
の
言
う
事
は
絶
対
に
間
違
い
は
あ

り
ま
せ
ん
と
絶
対
的
誤
謬
を
教
え
、
大

人
は
他
か
ら
先
生
と
言
わ
れ
れ
ば
自
分

が
他
人
よ
り
偉
い
よ
う
な
錯
覚
に
落
ち

入
る
、
こ
れ
で
日
本
人
の
先
生
と
い
う

言
葉
の
認
識
が
変
に
な
ら
な
く
て
は
理

屈
に
合
わ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
▲
し
か

し
、
先
生
と
い
う
字
を
中
学
生
部
英
語

を
訳
す
よ
う
に
、
直
訳
す
れ
ば
「
先
に

生
ま
れ
た
」
た
だ
そ
れ
だ
け
の
こ
と
で

他
人
よ
り
偉
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
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局

is

″
宝
の
持
ち
ぐ
さ
Ｌ
Ｆ
の
な
い
会
社

　
知
識
産
業
の
米
国
【
流
企
業
、
グ
ロ
リ
ア
・

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
が
、
あ
ら
た
に
日
本

市
場
開
発
の
た
め
に
、
新
事
業
部
を
開
設
し

ま
す
。
当
社
は
社
員
の
能
力
を
開
発
し
、
磨

き
ま
す
ｏ
あ
な
た
も
第
一
期
幹
部
社
員
と
し

て
、
‘
自
分
を
キ
ラ
リ
と
光
ら
せ
て
み
ま
せ
ん

か
。

待
　
遇
”

―
－
ヨ
ー
ク
本
社
規
定
に
よ
り
優
遇
。

し
七
が
つ
て
破
格
の
収
入
あ
り
。

ア
メ
リ
カ
業
務
出
張
あ
り
。

賞
与
年
２
回
・
他
特
別
利
益
配
当
金
あ
り
。

業
務
内
容
　
　
　
　
‘
　
上

営
業
お
よ
び
市
場
開
発
、
企
鋼
推
進
業
務

　
（
語
学
力
特
に
必
要
な
し
）
十

指
　
　
導

未
経
験
者
に
は
完
全
ト
レ
ー
晶
ン
グ
実
施

応
募
方
法

履
歴
書
（
身
上
書
付
）
・
写
真
を
郵
送
の
こ

書
類
選
考
の
上
、
面
接
日
は
通
知
。
書
類
は

返
却
し
ま
せ
ん
。
　
　
　
　
　
。
・

米
国
一
流
企
業
に
入
社
の

チ
ャ
ン
ス
あ
り

（
資
本
金
　
２
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